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1.  平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 10,079 △4.0 191 △49.8 181 △50.8 173 △52.1
22年3月期第3四半期 10,499 ― 381 ― 369 ― 362 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 5.57 ―
22年3月期第3四半期 11.62 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 4,834 1,730 35.8 55.49
22年3月期 3,837 1,557 40.6 49.95

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  1,730百万円 22年3月期  1,557百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 0.00 0.00
23年3月期 ― ― ―
23年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,700 △2.9 125 △57.9 110 △60.7 100 △63.0 3.21



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】５ページ「２．その他の情報」」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 31,337,000株 22年3月期  31,337,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  159,748株 22年3月期  157,003株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 31,178,971株 22年3月期3Q  31,186,167株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続きが実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等につきましては、〔添付資料〕５ページ「（３）業績予想
に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間（平成22年４月１日～平成22年12月31日）におけるわが国経済は、企業収益の改善や

政府の景気刺激対策等の効果により一部景気回復の兆しが見られたものの、円高による輸出環境の悪化やデフ

レ状況の継続など、先行きの不透明感は払拭できない状況が続いております。 

 加工食品業界におきましても、お客様の低価格・節約志向が依然として根強く、業者間の価格競争も激しさ

を増しており、厳しい状況で推移いたしました。 

 このような状況のもとで、当社は、一層の「安全・安心できる正確な製品づくり」を図るため生産体制の見

直しや設備投資を行ってまいりました。また、栃木工場では新たにピッキングセンターを建設し物流体制の強

化と整備を図り、販売面では消費者キャンペーンを通じて数量の拡販を図ってまいりました。 

その結果、当第３四半期累計期間の売上高は100億79百万円（前年同期比4.0％減）となりました。生産体

制の見直しにより一時的に製造経費が増加し、営業利益は１億91百万円（前年同期比49.8％減）、経常利益  

１億81百万円（前年同期比50.8％減）、四半期純利益１億73百万円（前年同期比52.1％減）となりました。 

  

  事業の種類別の業績は次のとおりです。 

  

  ① 加工食品事業 

  食肉加工品につきましては、内食需要の高まりからハム・ソーセージでは「フェストエッセンシリー

ズ」や「元気な食卓シリーズ」などコンシューマー製品が比較的順調に推移しました。また、歳暮ギフト

は全社挙げてのキャンペーンを行いました結果、前年以上の販売数量を挙げることができました。しかし

ながら、消費低迷の状況は変わらず、当第３四半期累計期間の売上高は前年並みの67億48百万円（前年同

期比0.1％減）であります。 

  その他惣菜等につきましては、新商品を投入し販売促進活動を積極的に行っておりますが、お客様の低

価格・節約志向が依然として根強く、業者間の価格競争も一層激しさを増しております。年末おせちやオ

ードブルにつきましては前年数値を下回る結果となり、第３四半期累計期間の売上高は33億29百万円（前

年同期比11.0％減）となりました。  

  ② その他の事業 

      不動産の賃貸収入のみで、当第３四半期累計期間の売上高は1,800千円（前年同期比15.1％減）であり  

       ます。 

   

（２）財政状態に関する定性的情報 

    当第３四半期会計期間末における総資産は48億34百万円となり、前事業年度末と比べ９億96百万円の増加とな  

りました。主な要因は、売掛金が７億80百万円、たな卸資産が１億71百万円それぞれ増加したことなどによるもの

であります。負債は、買掛金が４億97百万円、未払金が２億円及び関係会社短期借入金が２億２百万円増加したこ

となどにより、負債合計で前事業年度末と比べ８億23百万円増加いたしました。  

  純資産は当第３四半期累計期間の純利益などで１億72百万円の増加となっております。 

  

 （キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、資金という。）の残高は56百万円となり、前事

業年度末と比較して21百万円の増加となりました。 

  

  各キャッシュ・フローの状況は 次のとおりです。     

  （営業活動によるキャッシュ・フロー ） 

 当第３四半期累計期間における営業活動の結果、使用した資金は15百万円（前年同期は１億44百万円の獲

得）となりました。主な要因は、当第３四半期累計期間の税引前当期純利益１億80百万円、仕入債務の増加４

億97百万円及び未払債務の増加２億５百万円などの資金の獲得がありましたが、売上債権が７億80百万円及び

たな卸資産が１億71百万円それぞれ増加したことなどによる資金の使用が上回ったためであります。 

  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期累計期間における投資活動の結果、使用した資金は91百万円（前年同期は１億28百万円の使

用）で、これは主に工場の生産設備の投資額88百万円等であります。 

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期累計期間における財務活動の結果、得られた資金は１億28百万円（前年同期は21百万円の獲

得）であります。これは主に関係会社短期借入金の純増額２億２百万円等であります。  

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 今後の見通しとして、お客様の低価格・節約志向は今後とも続き、個人消費の回復は相当の時間がかかるもの

と予想されます。当社を取巻く企業環境は一段と価格競争などが激しくなり、厳しい状況が続くものと思われま

す。このような状況でありますが、当社の第４四半期会計期間は、販売キャンペーンや展示会を通じて当社のア

ピールや新商品の紹介を行いお客様への浸透度を高め、販売増を図ってまいります。また、生産や物流コストの

削減に努力してまいります。  

 通期の業績につきましては、平成22年10月28日の「平成23年３月期 第２四半期決算短信」の発表時から変更

はありません。売上高127億円、営業利益１億25百万円、経常利益１億10百万円、当期純利益１億円としており

ます。 

  

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用してお

ります。  

 これによる損益に与える影響額はありません。  

  

  

  

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 56,617 35,451

売掛金 1,958,316 1,178,205

商品及び製品 422,514 276,783

仕掛品 6,689 16,245

原材料及び貯蔵品 234,667 199,327

未収入金 19,880 4,551

その他 14,161 11,018

貸倒引当金 △732 △681

流動資産合計 2,712,114 1,720,903

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 36,992 37,870

構築物（純額） 5,371 6,012

機械及び装置（純額） 338,294 312,080

車両運搬具（純額） 12,991 13,215

工具、器具及び備品（純額） 35,696 35,244

土地 1,493,013 1,493,013

リース資産（純額） 147,497 159,687

有形固定資産合計 2,069,858 2,057,123

無形固定資産   

のれん 22,500 30,000

電話加入権 4,748 4,748

ソフトウエア 3,429 1,810

その他 3,050 2,592

無形固定資産合計 33,729 39,151

投資その他の資産   

投資有価証券 7,172 10,048

関係会社株式 0 0

出資金 5,278 5,278

差入保証金 5,515 4,842

その他 406 531

投資その他の資産合計 18,371 20,700

固定資産合計 2,121,959 2,116,975

資産合計 4,834,073 3,837,878



（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,374,979 877,037

関係会社短期借入金 591,896 389,185

1年内返済予定の関係会社長期借入金 72,000 72,000

リース債務 28,716 26,064

未払金 302,203 122,175

設備関係未払金 48,204 27,636

未払費用 91,308 59,003

未払法人税等 10,841 20,138

未払消費税等 12,134 62,576

賞与引当金 52,374 102,234

その他 33,000 1,760

流動負債合計 2,617,660 1,759,811

固定負債   

関係会社長期借入金 224,000 278,000

リース債務 126,234 139,786

繰延税金負債 488 999

退職給付引当金 114,774 81,004

長期預り保証金 1,004 1,004

長期未払金 19,765 19,765

固定負債合計 486,265 520,559

負債合計 3,103,926 2,280,371

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,699,968 1,699,968

資本剰余金 909,840 909,840

利益剰余金 △862,825 △1,036,486

自己株式 △17,554 △17,286

株主資本合計 1,729,427 1,556,034

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 719 1,472

評価・換算差額等合計 719 1,472

純資産合計 1,730,146 1,557,507

負債純資産合計 4,834,073 3,837,878



（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 10,499,432 10,079,390

売上原価 8,872,551 8,640,136

売上総利益 1,626,881 1,439,253

販売費及び一般管理費 1,244,925 1,247,418

営業利益 381,955 191,834

営業外収益   

受取利息 10 77

受取配当金 76 93

受取手数料 707 698

協賛金収入 － 1,355

雑収入 1,757 2,114

営業外収益合計 2,552 4,339

営業外費用   

支払利息 13,626 13,521

雑損失 1,488 1,087

営業外費用合計 15,114 14,608

経常利益 369,393 181,566

特別損失   

投資有価証券売却損 － 805

特別損失合計 － 805

税引前四半期純利益 369,393 180,760

法人税、住民税及び事業税 7,099 7,099

法人税等合計 7,099 7,099

四半期純利益 362,294 173,660



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 369,393 180,760

減価償却費 57,552 105,753

のれん償却額 37,500 7,500

貸倒引当金の増減額（△は減少） 35 51

退職給付引当金の増減額（△は減少） 22,535 33,769

賞与引当金の増減額（△は減少） △41,175 △49,859

投資有価証券売却損益（△は益） － 805

受取利息及び受取配当金 △87 △171

支払利息 13,626 13,521

売上債権の増減額（△は増加） △953,661 △780,110

たな卸資産の増減額（△は増加） △9,628 △171,514

仕入債務の増減額（△は減少） 427,808 497,941

未払債務の増減額（△は減少） 191,798 205,403

未収消費税等の増減額（△は増加） 8,997 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 48,197 △50,441

その他 △6,645 13,410

小計 166,248 6,819

利息及び配当金の受取額 87 171

利息の支払額 △13,451 △13,521

法人税等の支払額 △8,861 △9,466

営業活動によるキャッシュ・フロー 144,023 △15,995

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △125,640 △88,501

無形固定資産の取得による支出 △1,309 △3,336

差入保証金の差入による支出 △1,226 △1,505

差入保証金の回収による収入 292 832

その他 △195 806

投資活動によるキャッシュ・フロー △128,079 △91,704

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 39,630 202,711

長期借入金の返済による支出 － △54,000

リース債務の返済による支出 △17,678 △19,577

自己株式の取得による支出 △546 △268

財務活動によるキャッシュ・フロー 21,405 128,865

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 37,349 21,165

現金及び現金同等物の期首残高 44,076 35,451

現金及び現金同等物の四半期末残高 81,426 56,617



 該当事項はありません。 

  

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記


	ローマイヤ㈱（2893）平成23年３月期　第３四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）: ローマイヤ㈱（2893）平成23年３月期　第３四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）
	- 1 -: - 1 -
	- 2 -: - 2 -
	- 3 -: - 3 -
	- 4 -: - 4 -
	- 5 -: - 5 -
	- 6 -: - 6 -
	- 7 -: - 7 -
	- 8 -: - 8 -
	- 9 -: - 9 -
	- 10 -: - 10 -


